



































































































































































































































































































































戸　 数 比 率


































? ? 宅　　地 山　　林
5畝歩以下 47 43 174 51
5畝歩以上 32 32 ！71 41
1反歩以上 41 51 58 45
2反歩　　〃 62 61 15 56
4反歩　　〃 39 65 1 39
7反歩　　〃 17 58 一 39
1町歩　　〃 23 55 一 47
2町5反歩” 4 11 一 19
5町歩　　〃 4 2 一 5
7町歩　　〃 4 ? 一 3
10町歩　　” 4 一 ｝ 4
合　　　　計 277 379 419 349
無　所　有 205 97 56 127


























































畑 3．2．0 1．3 8．5 9．3．18
乾　田 7．0 3 1．5 5．18
?
2．5．0 1．0 7．0 8．8．0
合　　計 4．5．0 1．6 1．1．5 14．2．7
『神奈川県都筑郡中川村上畳調査書』75～76ページ．
第7表　耕地小作地率
























耕　　　　　　　　　地 同　　1　　戸　　あ　　た　　り戸数 貸　付　地 自　作　地 小　作　地 耕　作　地 所　有　地 貸付地 自作地 小作地 耕作地計 所有地計
地　　主 ！1戸 28．0．2．23 　 一 一 28．0．2．23．5．4．24 一 一 一 2．5．4，24
10．6．9．18




k ．7．17 一 一 一
　9．7．7
P．5．7．17

































































































































































米 　円R5，532，42036．7％ 　門P6，848，71041．6％ 47．4％
?
17，786，51018．4 6β3933015．7 35．6
豆 3，了86，240 3．9 771，150 1．9 20．4
雑　　穀 6，543，8506．8 680，200 1．6 10．4
?????????????????
野　　菜 1L335．00011．7 L930．8504．8 17．0
???????????????
果　　実 4，308，6404．4 3，290，7508．1 76．4
工芸作物 5，319，8505．5 1，941，45048 36．5
種子苗木 2，558，2902．7 一 0 0
小　　計 87，170，80090．0 31，802，44078．5 36．5
畜　　産 1，807，2601．9 1，492，6403．7 82．6
養　　蚕 7，913，2508．2 7，193，25017．8 go．9
合　　計 96，891，3100．0％ 40，488，3301 0．0 4L8
林　産　物 8，895，650 6，705，250 75．4
副　産　物 4，400，000 0 0
細工品 7，67L610 5，043，750 65．7
????



























































































































































































































































人　糞　尿 4，67！荷 　円P，167，75024．5％ 14，428　円R，607，12075．7％ 19，055　円S，763，870100．0％ 27．1％
堆肥・厩肥 20，752荷2，921，650 100．0一 『 一 20，7522，921，650 100．016．6
乾　　　草 一 725，000100．0 一 『 一 一 725，000100．0 4．1
灰 4，475俵 447，48092．4 367 36，660 7．6 4，842 484，140100．0 2．8
鶏　　　i糞 341俵 153，920100．0 一 一 ｝ 341 153，920100．0 0．88
蚕　　　種 6，531俵 719，000100．0 一 一 一 6，531 719，000100．0 4．1
注　　　玉 99枚 78，80036．5 172 136，20063．5 271 215，000100．0 1．2
醤　油　粕 256俵 85，300 66．！ 131 43，800 33．9 387 129，100100．0 0．74
大　豆　粕 一　枚 ｝ 一 720 896，580100．0 720 896，580100．0 5．1
米　　　糠 296石 591，20014．8 1，6963β98，73095．2 L9953，989，930 100．022．7
麦　　　糠 602石 168，75097．1 18 5，000 2．9 620 173，750100．0 LO
毛　　　髪 一 6，000 100．0 一 一 一 一 6，000 100．0 0．03
苗代大根 一 66，600100．0 一 一 一 一 66，600100．0 0．38
メ　　　粕 一　貫 一 一 5，240L571．7001 0．0 5，240L571．7001 0．0 9．0
干　　　鰯 一　貫 一 ｝ 11 32，200100．0 11 32，200100．0 0．18
過燐酸石灰 一　俵 一 一 476 666，600100．0 476 666，600100．0 3．8
骨　　　粉 一　貫 一 一 6 8，000100．0 6 8，000 100．0 0．05
塩　　　灰 一　俵 一 一 110 22，050100．0 110 22，050100．0 0．13
魚　　　肥 一 一 一 一 10，250100．0 一 10，250100．0 0．06














































300把 2 300 2 ㎜ 一
合　　計 一 27 一 27 1石 12．50
公　　費 一 1．97 一 一 一 1．97
諸　　懸 一 58 一 一 一 58
小作料 『 　 1石 12．50 一 一
??????
肥　　料 一 3．00 一 3 一 ｝
労　　賃 26人分 7．80 26人分 7．80 一 一
合　　計 一 13．35 ｝ 2330 一 2．55
差　　引 一 13．65 ｝ 3．70 一 9．95??????
土地利子 年4分 10．00 一 一 年4分 9．95
利　　益 『 3．65 一 3．70 一 　
　r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』94～95ページより作成、
　労賃は1El　30銭として計算されている。この労賃を支出に入れれば，支出
金なかで自作地の場合は最大，小作地の場合も大きい割合を占める。米の生
産は労働と肥料のいかんに大きくかかっているのである。
　なお，労賃にかかわって労働力をみると，村民男743人，女692人，合計
1435人，奉公人男42人，女33人，村外からの雇い入れ男12人，女6人，合計
18人，総計男797人，女731人，合計1528人となる。これに臨時雇い入人（延
一25一
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数）男1771人日，女422人日，合計2！93人日がある。雇人のうち常傭は，家事
用および農事用で大抵村内から雇い，少々は隣村から雇う。男は得やすいけ
れども女は糸取り，機織りに出るので得にくい。日傭いは5，6月の麦刈，
養蚕，田植，10，11月の麦蒔，稲刈に雇う。いずれも村内から得ることが難
しくない。
　奉公人の給金などは年に，常傭男30～40門，女子守2～6円，下女17円内
外，ほかに男女とも小遣として心付5回1円。男には被服を支給しないが，
女には夏冬2組，小物を与え，1年6円内外，食費は男24門，女20円とな
る。食事は男女ともに時のものを給する。休日，祝日にかぎり米飯で，普段
は麦粟。部屋は相応の部屋を与える。2月15，！6日，8月15，16日，12月2
日は必ず帰省させる。
　日傭は男25～30銭，田植時には35銭，女は20～30銭，田植時には30銭くら
い。1日3度の食事を給する。男は各7銭で！日32銭，女は各6銭，1日26
銭である。その他茶うけを給し，田植時には米飯に惣菜を添え，男なら酒も
一口，男女ともに手拭の一つくらいは与える。（以」二113～114ページ）
h　農業
　以上が農民の経営収支状況である。このような収支状況にあるこの村の農
村民であるが，農家の年間の月別，1日の時間帯別仕事，男女別労働戸数，
時間数を示す諸表（104～107，110～112，112～113ページ）をみると，農家の仕事
は年間を通じて多様・複雑であること，平均労働時間は男8時聞20分，女8
時間40分，年間男315iヨ，女317．5日であることが示されている。
　このような農業労働であるが，「議しは土百姓と一喝して百姓の事など構
ふものなく今日喋々する所の農業の改良発達に関する施設などあらざりしが
尚ほ施政の方針農家の共同を堅固ならしめ『ユイシゴト』に手伝ひに取込仕
付の時を失はず年貢の滞納なからしめんことを計りたるの結果は米持へ俵作
りの斉整美麗なりしこと到底今Elの比にあらず．組合の制裁百姓の働き振り
今日に優ること数等の上にあり．従て負担隠々重きに苦しみたるにも拘わら
一．Q6一
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す日常生計の難易に至りては却って今日よりも余裕ありたるもの多きが如
し」（120～121ページ）とのごとくに時勢の推移にともない生産面におけるムラ
共同体に変化が生じていることを示している。
　②　林業
　本村には約400町歩の山林原野がある。このように広大であるが，「之を作
業経営するものに至りては甚だ少数の人にして皆自分所有の土地を利用し他
人より借地して経営するもの」はない（97ページ）。
　山林利用は薪炭林と用材林の2種類である。前者は薪，粗朶，「シビ」など
を，後者は柱，板などを採取するもので，面積で前者が85％，後者が15％で
ある。薪炭林は樹種は櫟，楢，赤揚，栗，エゴそのほかで，従来からの炭，
薪，などに加えて，「シビ」（海苔付用），普請鹿朶など需要もある。10年忌と
して1反歩で10年で薪200把で代金10円，1年1円となる。萱は毎年300把
（3円相当）採取できる。
　用材林の樹種は松，杉などである。植込本数はいずれも1反歩600本内外
で，伐期は松は50年，杉は40年である。松は10年め，杉は15年めから素論を
始め，最終までに松は160円，杉は240円になる。1年平均松は3円30銭，杉
は6円となる。いずれも植林時の苗，植付人夫賃，下：草刈の手間などもかか
る。しかし5年めからは下草，落葉，枯枝，枝取りなどの採取できる。肥
料，燃料などとして需要があり，経費を上回る。
　このような林産であるが第9表に併記したような生産と販売がある。薪及
枝が最大で，用材，木炭などである。用材はすべて販売，薪鋤骨は6割ほ
ど，木炭は7割強が販売される。萱は自家用である。（以上97～98ページ）
　なお，この伐採はつぎのように行われる（以下103ページ）。各字に「杣の元
〆」がいて，年々楡らず秋から春にかけて，20町歩以上の山林を買い入れ，
杣を雇う。！反歩につきおよそ10人懸りとして，1人の元〆が200Q人の杣を
雇う。一山始まれば，杣は鋸，銘，砥石，鑛を用意して「銘頭」の木を面
一27一
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り，薪を作り，粗朶，シビを採取する。「銘頭」とは元〆の下にあって，一山
の伐採を支配するものである。
　（3）農家余業
　第9表に示したように，7671円61銭に及ぶ農産加工品（細工物）がある。
内訳は縄，莚，俵，草履，昏怠，筑篭，蚕網，炭俵，竹帯である。「縄，俵，
莚，蕎，籏も自家用の九分九厘は手製すべく」云々とあるが（101ページ），縄
3万6588房，莚4万6660枚，俵7677俵などはすべて自家用とみてよいが，草
履は8万0586足・1208円80銭製造し，4万6915足・672円28銭，草鮭は25万
6838足・5136円55銭製造し，20万5975足・4119円40銭，筑篭は3300個・165
円製造しそのすべてを販売している。
　この細工物についてつぎのように記している（101ページ）。
　藁細工の主なものは草鮭，草履，縄，俵，莚，籏などである。
　草鮭は各字とも盛んに行なわれてL・る。原料は藁，琉球，ポロ，台，才
槌，石などで，大方は村内にて間に合い，買い入れるのはポロくらいであ
る。これは面倒なくどこでも坐ることさえ出来るならば農閑の日風雨の夜，
何時と限らず男女ともに1日に10足くらいは難しくない。夜業すれば15足も
作ることができる。10足につき15銭から2，30銭で，平均20銭である。村内外
から買集め人が隔日くらいに廻り来て買い取っていく。手金を渡していくの
もある。なかには高価になるまで作り溜めするものもある。仕向地は横浜，
東京で，車夫，人足その他の需要があるので，今後増えることがあっても減
ることはない。昔は草隠作りというとなんとなく鄙びたるもので内緒に隠れ
て作ったものであるが，今は利益が多いことであるので公然お互いに寄り
合って精だすようになり，朝晩いたるところで才槌の音を聞かない谷戸はな
い。尤も専業は少ない。骨折れず，着物も痛まずに日銭が取れて，茶が飲
め，魚も買える，なかなか割が良いようであるが，ただその日を暮すだけで
余裕が出るには至らない。やりすぎて耕作と半々になると耕作が不十分と
一28一
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なって秋は小作米を米を買って払い，夏には肥料と交換する穀物もなくて困
ることになる。農業を相応に行い夜分または雨天のときにするくらいがよ
い。
　なお1836円46銭の農産加工品（食品）がある。種油5．07石，梅干10．87石，
嘗物15．00石，沢庵748樽，味噌662樽，醤油531樽である（125ページ）。すべて
自家用である。
　沢庵は1樽は乾大根100本，糠5升，塩6升，味噌は1樽は大豆，裸麦それ
ぞれ1斗5升，塩1斗，出来上り20貫，醤油は1本は小麦，大豆それぞれ1
斗5升，塩1斗，搾り上り3斗，嘗物は小麦1斗，塩3升，大豆2升，梅干
は梅1升，塩1升である。これらはすべて自家用である。このほかにも日用
品で自家製のものが多いという（104ページ）。
一29一
